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日本の統計と杜会統計学

関　　彌三郎

立命館大学で杜会統計学を研究して３８年問か経過し，近く定年退職を迎えるこ

とにな った。退職記念講義の機会が与えられたので，第２次大戦後の目本の統

計の発達と，杜会統計学がそれにどのような理論的基礎を提供してきたかを説

明し，今目の杜会統計学の課題について私見を述べることにする。杜会統計学

について多くの人の理解が深まるのに少しでも役立てぼ，と願うものである 。

　「統計は杜会経済間題の産物である」といわれる。これは統計を理解するの

に最も適切な言葉であ って，杜会経済問題が生じその解決に必要なテータが要

求されるようにたって統計が発達し，それにつれて統計学が進歩してきたので

ある。私が統計学の研究に入った時期は正に第２次大戦後の目本の統計の一大

発展期であ って，いろいろな統計的刺戟が与えられ研究意欲をかきたてられ ・

研究に励みがついたものであ った 。

　ユ９４５年８月戦争が終ると占領軍に対して占領政策遂行上必要な統計情報を提

供しなげれぼたらず，また経済的逼迫による統制経済の実施や復興計画のため

の基礎資料が必要であることから，統計事業は急速に復興してい った。統計機

構の整備が進み，統計の種類は急増し，最新の調査方法が採入れられた。それ

を一つひとつ説明する暇はないか，制度面での特徴的な事を二，三述べると ・

１９４７年に統計の真実性の確保と統計体系の整備，統計制度の改善発達を目的と

して統計法が制定され，指定統計制度が生れた。これは政府の重要統計を指定

統計とし，申告の義務を課し，立入り検査の権限を与え，秘密保護の義務を負

わせるものである。また各種統計の比較可能性を高めるために，国際比較を考
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慮した標準統計分類　　産業分類，職業分類，商品分類等　　が作成された
。

そして・一定期問毎に実施される大規模調査は基礎的事項を調べ，毎月（毎四

半期等）行われる標本調査によってその変動や詳細を調べるといった相互補完

体系が確立された。国勢調査と労働力調査，工業統計調査と生産動態統計調査

がその例である。次に調査の面では，国勢調査が物資配給の基本となるデータ

を得るために，戦前の調査時点に居った場所で調べる現在人口方式から，ふだ

ん住んでいる場所で調査する常住人口方式へ変更された。また人口の労働力の

とらえ方が・ふだんの就業状態を調べる有業者方式（ｕｓｕａ１ｓｔａｔｕｓ 方式）から ，

調査日前１週問にした仕事を調べる労働力方式（ａｃｔｕａ１ｓｔａｔｕｓ 方式）に切替え

られた。前者は人口の労働力構造の把握には適しているが，国民所得たとの生

産活動の統計に対応する経済活動人口の把握には後者が必要である
。

　しかし・何にもまして特筆すへき発展はｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐｌ１ｎｇの手法（任意抽

出法）が導入されたことである。多額の実査のための費用と長い集計日数とい

う全数調査の欠点をカバーするために標本調査の採用は当然であ って，戦前は

単位の選択基準を設げて代表標本を作る有意選択法で標本調査が行われていた

が・ それよりも容易で精度の高い偶然的に単位を選んで標本を構成する任思抽

出法が用いられるようになり ，全数調査と協力して多くの統計を作るようにた

っ仁 ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐ１１ｎｇによる標本調査は１９４６年の消費者価格調査，労働力

調査，１９４７年の作物調査から始まっ た。 作物調査について少し説明すると，戦

前から作物統計は農家の申告に基ついて作られていたので，当時の事情から実

際と大きくかい離していた。そこで配給食糧確保の必要から農林省が直接統計

を作ることになり ，作物調査が始まっ た。 ｒａｎｄｏｍに坪刈り地点を選び実測し

て全体の収量を推定する方法が用いられ，これによる統計の精度が高いので農

家が厳しい供出割当てに苦しむ事態が生じた。統計は正確でたげれはたらない 。

しかし，適切な統計の利用が伴わなげれぱたらないことの例が，ここに見られ

る。 なお，ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐｌｉｎｇによっ て新聞杜などの手で世論調査が行われる

ようになったことも重視したい。世論は政治家，評論家，学者なとの有識者に

よっ て代弁されるのであるが，国民　人ひとりの意見を集約するという統計的
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方法によっ て国民直接の世論の把握が可能にたつた 。

　最後に，調査でなく多くの統計を加工して統計を作る推算方法によっ て， 新

しく国民所得推計が始まっ たことを挙げねばならない。戦前にも政府による国

民所得統計はあ ったが，継続して作られるようにな ったのは１９５１年分からであ

る。 また，景気変動の観測，予測のためにＮＢ　ＥＲのｄ
１肋ｓ１ｏｎ１ｎｄｅｘ 方式が

導入され，景気動向指数の名称で１９５１年分から毎月発表されている 。

　以上のようにして戦後の経済的困難を乗切るのに必要なデータの要求に応じ

て， 次いで経済成長政策の遂行のためのテータの需要を満たすために，目本の

統計は著しい進歩を遂げたのであるが，これらの統計活動の理論的基礎は主要

には杜会統計学によっ て与えられ，ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐ１ｉｎｇの手法に関しては数理

統計学が提供した。そこで，杜会統計学と数理統計学はどのような学問である

かについて簡単に説明しておこう 。

　杜会統計学と数理統計学の前身は近代統計学といわれ，１９世紀に入って資本

主義径済の発展と共に発達したのであ って，近代統計学を確立したのはベノレ

ギーの天文学者Ａ．ケトレーである。ケトレーは天体観測のデータ処理の方法

　　同一天体の観測値の揺らぎに対してガウスの誤差法則を適用し・多数の観

測値の平均をとっ て真値を推定する　　を杜会現象の研究に用い，個六の事例

の集団観察によっ て杜会の法則を見出さんとする杜会物理学（統計学）を主張

した。ケトレーはまた官庁統計のリーダーとして統計作成の面でも多くの功績

を残した 。

　ケトレーの理論は各国に広まっ たが，資本主義の後進性の故にイギリス古典

派経済学　　利益即公益により自由競争が国富の増大をもたらすとする経済理

論を拒否して，各国経済の歴史的発展過程の研究からそれぞれの国民経済

の理論を導かんとする歴史学派があるドイツでは，ケトレーの理論はそのまま

受入れられたかった。ドイツケトレー学派と反対論者との間の論争を経て国家
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・杜会の数量的把握としての統計学が構成され，１８７１年トイソ帝国の成立と統

計制度の拡充をハヅクにトイツ杜会統計学が成皿した。それは全数調査によっ

て得られた統計で杜会現象を数量的に記述しその法則を研究する精密杜会学で

あり ，また統計の作成方法論を併せ有する学問であるとされた。その後経済学，

その他個々の科学におげる統計利用の高まりにつれて，実質科学としての統計

学の側面が切捨てられ方法学へと変質していくのであ って，１９３０年代よりこれ

が明瞭になってくる 。

　他方，１９世紀の後半イギリスにおいて，ケトレーの多数の観察の平均によっ

て真値を求める方法が生物学特に遺伝学の研究に利用され，それを数学的に整
理・ 発展させて数理統計学（記述統計学）が確立された。そして，１９３０年代に農

地実験の分野で少数のデータから真値を推定する精密標本理論が展開され，今

目の推測統計理論へと発展したのである 。

　杜会統計学が展開した統計理論はどのようなものであるか，次にそれを見よ
う。 統計は杜会現象を集団現象としてとらえ，集団の要素を一つひとつ調べ ，

その結果を整理して得られた数字である 。統計の作成（統計調査）は，まず調査

しようとする集団の存在の時問，場所，構成要素（統計単位），調査事項（標識）

を具体的に決めて集団現象を確定し，次に調査票を用いて調査員が個々の単位

を調べ，その結果を分類，集計して部分集団の大きさを得，それを総合して集

団現象の大きさと構造を数字（統計）で記述する。杜会統計学は集団現象を正

しく合理的に統計的に把握するための方法論を構築し，その問題点を解明する 。

統計調査の理論は統計作成者に必要ただげではなく ，統計利用者にとっ ても統

計の意味の理解や正確さの判断のために必要であり ，それを利用者のための統

計学として構成するのがわが国の蜷川統計理論である。そして，杜会統計学の

本領は杜会の統計的認識の意義，限界の解卿こあると言える。統計学では永い

問， 多数の単位の観察従って統計によっ て杜会現象の法則，規則性が明らかに
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たり ，これが統計のメリットであるとされてきたのであるが，１９３０年則後から

統計がもつ事実としての杜会集団現象の記述の側面を重視する考えが優勢にな

り， 法則定立の役割の過大評価が是正された。そして，数や量は杜会現象の核

心を表わし得ないが，それの理解に役立つのであり ，統計の数理的分析は杜会

科学の理論によっ て有意義なことの裏付げが与えられなげればならない・と主

張する。また，統計的概念は集団現象の観察が可能たように決められるから杜

会科学の概念と一致し得ないのであり ，統計的認識を高めるためにはそのギ ャ

ップを少なくしなげればならたい，とする 。

　しかし，杜会統計学は標本調査については統計調査（＝全数調査）の代用法と

見るにすぎず，ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐ１ｉｎｇを杜会統計学の理論の中に受入れる用意が

なかった。ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐ１ｉｎｇによる標本調査は１９世紀末以来国際統計協会に

おいて再三取上げられ，そのメリットが指摘されたが反対論も強かった。１９３５

年頃から ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐ１ｉｎｇの理論が著しい進歩を遂げ，アメリカにおいて杜

会調査に適用され成果を挙げてきたのであるが，戦時中の事とて目本の統計学

者はそれを知り得なかった。第２次大戦後 ｒａｎｄｏｍ　ｓａｍｐ１ｉｎｇによる標本調査

が導入されると，杜会統計学者の多くはそれに対して否定的態度を取ったので

あっ て， 専ら数理統計学者の理論的指導の下に実行され発達していった。ｒａｎ －

ｄｏｍ　ｓａｍｐｈｎｇの数理からすれぱ精度の高い推定が可能であり ，またそれは国

勢調査結果の抽出集計によっ て実証することができる 。１９２０年第１回の国勢調

査の集計作業が１９２３年の関東大震災のために中断された時世界で初めて抽出集

計が行われたが，後の全数集計の結果とよく一致しその偉力が証明された。こ

の成果は１９３０年国際統計協会の東京会議で報告されたのであるが，目本の杜会

統計学者の注目を引かずに終った。しかし，標本調査を数理統計学が指導し得

るのは母集団から標本を抽出する場合と，標本の調査結果から母数を推定する

場合の間題だげであ って，その他の集団現象の統計調査上の問題や統計的認識

の意義，限界などについては杜会統計学の理論に拠らねばならず，その上数理

の示す成果の実現を妨げる杜会的要因か存在する。従って，杜会統計学におい

てｒａｎｄｏｍｓａｍｐｌｉｎｇによる標本調査を統計調査の一手法として理論化し，標
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本単位に関する問題点を解明することが必要である
。

　なお，杜会統計学は統計調査によっ て集団現象をとらえる方法論を確立した

が， 国民所得推計のような多くの統計を計算的に加工して新しい統計を作成す

る推算方法についてはほとんど問題にしたかった。しかし，杜会統計では推算

によらなげればならたい問題が多く ，この方法はまた統計的予測にも必要であ

る。 推算の仕方は問題によっ て多様であるが，それの基礎にある方法論を確立

することは正確な推算を期する上から必要であると考える
。

　以上杜会統計学が目本の統計活動に提供した理論的基礎について概説したの

であるが・最後に杜会統計学に与えられている現在の課題の一端について私見

を述べよう 。

　まず第　は，統計環境の悪化や経済のサービス化に適合した統計調査の方法

を確立することである。１９７０年頃からプライバシー意識が高くたり調査票によ

る単位の把握が困難にたってきて，統計環境の悪化が言われるようになり対策

が要望されている。そして，局度成長によっ て経済が成熟化し，また国際化 ，

情報化が高まるにつれて経済のサービス化が進展してくると，従来のモノの生

産中心の経済に対して発達した統計的把握の方法は，この新しい事態に適合す

るように修正したげればならないであろう 。例えぱ，経済のサービス化は第３

次産業のウニイトを高めるぽかりでたく ，第１次，第２次産業においてもまた

企業，家計においてもサービス化が進み，経済の全面にわたるので，サービス

経済化を統計的にどうとらえるかが改めて問題にされなげれぽならないであろ

う。 そして，第３次産業の事業所は小規模経営が多くて変化が激しく ，また経

営記録が不十分などの事情から統計調査が困難であるが，それにどう対処する

かが重要問題になる。また，地下経済の発達も予想され地下経済は統計調査カミ

できないから，何らかの推算方法で把握しなげれぱ統計による経済観測を誤る

ことになるであろう 。
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　次に，統計的予測の方法の改良，開発が杜会統計学の重要な課題である。経

済の計画的運営や杜会経済政策の必要性が高まるにつれて，統計の将来予測が

重要にたってくる。現在行われている統計的予測は，多くの場合回帰式や煩向

式あるいはそれの連立方程式による予測であ って，そこへ確率的判断を付げ加

えて精綴化されており ，また将未人口のように推算方法による予測も行われて

いる。統計的予測は過去の統計的た変化や関連が今後も続くものと仮定して行

われるのであるが，この仮定は満たされ難いのが普通であるから精度の点では

間題が多い。相関係数を手掛かりに説明変数を選ぶといった機械的なやり方で

たく ，一つひとつの統計の動きを調べて観則性を見出し，統計的規則性をでき

るだげ多く利用することが予測の精度を高めるのに役立つであろう 。ｒ理論な

き測定」は無力であるカミ，経済学に依拠して行われた測定が必ず正しい予測値

をもたらすとは限らたいのであ って，ここに統計的予測の研究カミ杜会統計学の

課題となる理由カミある 。

　最後に，杜会統計学の理論に即した数理解析の方法の発展を図ることの必要

性を指摘したい。統計が表わす杜会集団現象の性質，変動，相互関係の理解は ，

杜会科学の理論に拠って統計を吟味し比較することによっ て可能であるが，数

理解析によっ て始めて明確になる場合も多い。ハードとしての統計資料を有効

に利用するにはソフトとしての統計解析が必要である。数理統計学の手法の無

批判的な準用ではなく ，それを杜会科学的に有意義な結果を得る統計解析の手

法に改め，更に杜会集団現象独特の解析方法を開発したけれぱならたいが，こ

の点で杜会統計学に立後れがあると思う 。

　以上のような杜会統計学の課題を果たすためには，統計学者が個別科学の研

究者と同じように杜会現象の研究に立向わねばたらたいであろう 。杜会統計学

は彬式的方法学であるが実質科学的研究を必要とすることを知らねはならぬ 。

（ユ０４７）




